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女性の健康と安全性に対する考え方についての考察
由香
本女大、人間生活学）

食　　物

匪ij:近年食生活において健康志向の高まりが指摘されている。一方安全性を疑問視する
声もある調理済み食品や半調理食品の利用は年々多くなっている。しかし安全な食品を食
することは健康の重要な要因である。そこで健康志向と安全性意識との関連を探り、健康
志向に適合した消費者行動・消費者意識であるかどうかを調査することを目的とした。
匠習：調査紙法；調査対象(スーパー食料品売場及び食料品販売店に買物に来た成人女性)
　　　　　　　　調査時期(1995年7月)、調査実施方法(配布・郵送法)
　　　　　　　　回収状況(配布数940、有効回収数594、回収率63.2H;)
　　　　　　　　東京都(S)IIK･台躯･葛躯)にて291回収、哺%･雛駆･mm)にて303回収

　　　ヒヤリング：成人女性５人ずつ２グループにインタビュー
蔽:回：自ら健康的な生活をしていると自己評価した人は全体の65.4%であるが、その内実
際の食生活においては、焼鮫子を例とすれば約3分の1が調理済み等の加工食品を購入して
おり、手作りする人は約6割である。しかも健康的であると自己評価しながらも手作りす
る理由に安全性を挙げる人は23.9%と低く、手作りする理由で最も多いのは味で77.5%と高
い。さらに健康的であると自己評価しながらも食品添加物に対して39.1%が｢しかたがな
い・心配ない｣と楽観的に答えており、輸入野菜の安全性に対する意識も低いなど健康志
向、健康的な生活といっても“健康”に対する評価基準はかなり主観的である。これらの
結果とヒヤリングによる聞き取り調査をもとに、成人女性の健康志向と安全性意識の関連

について考察する。

６月２日（日）第 会場　午後1 :30～4 :45

2QP－1 市販の醤油系調味料の利用実態

○伊藤(藤村)知子’，真部(ロ羽)真里子”，的場輝佳ttt

(富広島女大生活科学，末重農水省食総研I奈良女大生活環境)

〔目　的〕近年、家庭における食生活の変化に伴い、食の外部化が進行している。市販惣

菜型食品の消費も増加しつつある中で、あらかじめ調合された｢合わせ調味料｣が脚光を浴

びつつある。このことは、家庭で行われる｢味付け｣の操作においても、外部化が進行して

いることを示している。本研究では、このような調理過程における｢味付け｣の外部化の変

遷を知る一つの指標として、市販の醤油をベースとした調味料(醤油系調味料)について、

女子大生を対象としてその利用の実態と意識について調査を行った。

　〔方　法〕平成７年10～12月に広島市内、奈良市内、東京都内の女子大および短大の2年

生および3年生を対象として自己記入法によるアンケート調査を行った。配布数は164名、

回収率は98.2％であった。質問は属性など7項目、市販の醤油系調味料に関して各8項目で

あった。市販の醤油系調味料として、ぽん酢･めんつゆ･さしみ醤油･天つゆ･ぎょうざ醤油
･醤油ドレッシング･ステーキ醤油･冷や奴用つゆの8種類について調査を行った。

　〔結　果〕対象者は8種類の醤油系調味料のうち、約6種類を｢知っている｣と答え、約4種

類を「よく利用｣または｢時々利用｣し、約2種類を｢よく利用する｣と回答した。また、対象

者の98.8％が何らかの醤油系調味料を利用していた。認識率および利用率が共に高かった

のは、ぽん酢･めんつゆ･醤油ドレッシングの3種であり、これらを利用する理由は味およ
び簡便さであった。利用率の低い調味料に対しては｢値段が高い｣というイメージがある傾

向が見られた。これらの醤油系調味料を利用するまたは利用したことがある人の89％が今

後とも利用すると回答しており、｢味付け｣に関して、外部化が進みつつあると考えられる。
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